
                                          

真
言

 

発 
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宗
教
法
人
大
楽
院 

 
 
 
 
 

（
真
言
宗
豊
山
派
） 

代
表
役
員 

 

酒
主 

秀
寛 

大楽院機関紙 真言 ２０２６年（令和８年）５月１日 NO.１５５ 

 

 

三
祖
宝
号
（
宗
祖
、
中
興
祖
、
派
祖
） 

「
南
無
大
師
遍
照
金
剛
」 

「
南
無
興
教
大
師
」 

「
南
無
専
誉
僧
正
」
を
お
唱
え
し
ま
し
ょ
う 

 
 

墓
参
後
は
本
堂
で
ご
本
尊
様
に
お
手
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う 

   
 
 

医
王
山
興
福
寺
大
楽
院 

役
員
一
覧 

代
表
役
員
・
住
職 

 

酒
主 

秀
寛 

責
任
役
員 

 
 

 
 

草
野 

公
雄 

同 
 
 
 
 
 
 
 

鈴
木 

恒
男 

総 
 

代 
 

 
 
 

猪
狩 

正
久 

同 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺 

好
男 

同 
 
 
 
 
 
 
 

髙
野 

幹
生 

同 
 
 
 
 
 
 
 

草
野 

 

仁 

代
表
世
話
人 

 
 
 

橋
本 

 

明 

同 
 
 
 
 
 
 
 

草
野 

武
夫 

同 
 
 
 
 
 
 
 

小
松 

岳
生 

同 
 
 
 
 
 
 
 

小
野 

治
久 

世
話
人
・
評
議
員 

 

新
妻 

 

孝 

同 
 
 
 
 

 
 
 

猪
狩 

芳
樹 

同 
 
 
 
 
 
 
 

新
妻 

則
彦 

同 
 
 
 
 
 

 
 

渡
邉 

幸
生 

同 
 
 
 
 
 
 
 

猪
狩 

義
栄 

同 
 
 
 
 
 
 
 

関
谷 

宗
久 

同 
 
 
 
 
 
 
 

草
野 

和
治 

同 
 
 
 
 
 
 
 

猪
狩 

三
男 

同 
 
 
 
 
 
 
 

久
保
田 

明 

同 
 
 
 
 
 
 
 

渡
邉 

良
平 

同 
 
 
 
 
 
 
 

渡
部 

 

昇 

同 
 
 
 
 
 
 
 

草
野 

朋
典 

同 
 
 
 
 
 
 
 

小
松 

正
樹 

同 
 
 
 
 
 
 
 

佐
藤 

 

学 

同 
 
 
 
 
 
 
 

芦
口 

純
一 

信
徒
総
代 

 
 
 
 

松
本 

公
一 

（
敬
称
略
・
令
和
八
年
五
月
一
日
現
在
） 

元
朝
護
摩
祈
祷
会 

一
月
一
日
午
前
八
時
、
護
摩
堂
に
お
い
て
年

頭
恒
例
の
元
朝
護
摩
祈
祷
会
を
厳
修
い
た
し
ま

し
た
。 

凛
と
澄
み
わ
た
る
新
春
の
空
気
の
な
か
、
御

本
尊
不
動
明
王
の
大
い
な
る
加
護
を
仰
ぎ
つ

つ
、
新
し
き
一
年
の
安
寧
、
檀
信
徒
各
家
の
家

内
安
全
・
身
体
健
全
・
心
願
成
就
、
さ
ら
に
は

地
域
社
会
の
平
穏
無
事
を
、
心
を
一
つ
に
し
て

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

内
陣
の
中
央
に
護
摩
壇
を
整
え
、
香
や
花
を

お
供
え
し
て
仏
さ
ま
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
真

言
が
堂
内
に
響
く
中
で
、
護
摩
木
を
一
本
ず
つ

火
に
く
べ
て
い
く
と
、
清
ら
か
な
炎
が
勢
い
よ

く
立
ち
上
が
り
、
そ
の
光
が
堂
内
を
明
る
く
照

ら
し
ま
し
た
。 

ご
参
列
の
皆
さ
ま
も
一
心
に
合
掌
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
願
い
を
炎
に
託
さ
れ
ま
し
た
。
護
摩
の

火
は
私
た
ち
の
内
な
る
煩
悩
や
迷
い
を
焼
き
尽

く
す
智
慧
の
象
徴
で
あ
り
、
立
ち
の
ぼ
る
煙
は

そ
の
祈
り
を
天
へ
と
届
け
る
も
の
と
伝
え
ら
れ

て
お
り
ま
す
。 

ご
参
会
賜
り
ま
し
た
皆
さ
ま
に
、
衷
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

  

東
日
本
大
震
災
慰
霊
法
要 

三
月
十
一
日
午
後
二
時
半
よ
り
、
支
所
慰
霊
堂
「
慈
眼
院
」

に
て
支
所
主
催
の
慰
霊
法
要
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

震
災
発
生
の
午
後
二
時
四
十
六
分
に
心
を
合
わ
せ
、
東
日

本
大
震
災
罹
災
者
位
牌
及
び
堂
内
に
納
め
ら
れ
た
支
所
下
各

寺
院
の
過
去
帳
の
前
に
て
読
経
し
、
焼
香
を
捧
げ
ま
し
た
。 

歳
月
が
流
れ
て
も
、
あ
の
日
の
記
憶
を
忘
れ
な
い
た
め
に

毎
年
同
じ
日
、
同
じ
時
刻
に
法
要
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
静

寂
に
響
く
経
の
響
き
と
と
も
に
、
追
悼
の
想
い
を
深
く
胸
に

刻
む
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

           

ま
た
、
当
山
の
朝
の
勤
行
で
は
、
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
、
そ
し
て
共
に
生
き
た
牛
馬
や
ペ
ッ
ト
た
ち
の
位
牌
も

安
置
し
、
す
べ
て
の
「
い
の
ち
」
の
尊
厳
に
思
い
を
寄
せ
て

祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。 

未
曾
有
の
災
禍
で
失
わ
れ
た
尊
い
命
が
、
ど
う
か
安
ら
か

で
あ
り
ま
す
よ
う
に…

こ
れ
か
ら
も
祈
り
を
絶
や
す
こ
と
な

く
、
い
の
ち
の
重
さ
と
「
共
に
生
き
る
心
」
を
、
大
切
に
守

り
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

大
般
若
経
六
百
巻
転
読
会 

彼
岸
の
中
日
に
あ
た
る
三
月
二
十
日
、
当

山
恒
例
の
大
般
若
経
六
百
巻
転
読
会
を
厳

修
い
た
し
ま
し
た
。 

大
般
若
経
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
い
を
取
り

除
き
、
幸
せ
や
恵
み
を
増
や
し
、
願
い
ご
と

が
無
事
に
か
な
う
ご
利
益
が
あ
る
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

当
日
は
十
五
名
の
皆
さ
ま
に
ご
来
山
い

た
だ
き
、
と
も
に
一
巻
一
巻
を
手
に
取
り
、

力
強
く
経
題
を
唱
え
つ
つ
転
読
い
た
し
ま

し
た
。
経
巻
を
繰
る
音
が
堂
内
に
重
な
り
合

い
、
智
慧
の
光
が
満
ち
る
ひ
と
と
き
と
な
り

ま
し
た
。 

春
彼
岸
の
ご
縁
に
、
仏
法
と
深
く
結
ば
れ

る
尊
い
法
会
と
な
り
ま
し
た
。 

  

  

観
音
堂
祈
祷
会 

 
 

 

三
月
十
五
日
、
井
出
字
西
原
に
所
在
す

る
観
音
堂
に
お
い
て
、
祈
祷
会
を
営
み
ま

し
た
。 

当
堂
は
、
古
く
よ
り
近
隣
住
民
の
信
仰

を
集
め
る
祈
り
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
馬
頭
観
音

を
お
祀
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
牛
馬
の

守
護
神
と
し
て
も
篤
く
信
仰
さ
れ
、
農

耕
・
運
搬
に
従
事
す
る
人
々
の
地
域
の
暮

ら
し
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
歴
史
を
有

し
て
お
り
ま
す
。 

人
と
と
も
に
歩
み
、
人
の
営
み
を
支
え

て
き
た
命
に
あ
ら
た
め
て
思
い
を
寄
せ
、

感
謝
の
誠
を
捧
げ
ま
し
た
。
併
せ
て
、
願

主
各
位
の
家
内
安
全
、
事
業
繁
栄
、
家
畜

安
全
等
、
諸
願
成
就
を
祈
念
し
、
観
世
音

菩
薩
の
慈
悲
の
光
明
に
包
ま
れ
ま
す
こ

と
を
願
い
、
法
楽
を
捧
げ
ま
し
た
。 

自
然
と
と
も
に
生
き
る
営
み
の
中
で
、

命
の
つ
な
が
り
を
見
つ
め
直
す
尊
い
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 

～
お
そ
な
え
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
～ 

 

お
正
月
や
お
彼
岸
を
は
じ
め
、

折
々
に
檀
信
徒
の
皆
さ
ま
よ
り
あ

た
た
か
い
お
供
え
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

年
中
行
事
を
守
る
た
め
の
大
切

な
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
ご
芳
名
は
本
堂
内
に
記

し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 

合
掌 

 
 
 
 

 

大
和
國
長
谷
寺
開
山
千
三
百
年
記
念
本
山
団
参 

 

令
和
八
年
十
一
月
に
実
施
予
定
で
す
。
参
加
希
望
の
方
は

住
職
、
寺
族
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す 

令
和
八
年
度
分 

護
寺
費
・
施
餓
鬼
（
お
盆
）
塔
婆
供
養
料
の
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す 

 

護
寺
費
は
一
家 

二
千
円
／
年 
施
餓
鬼
（
お
盆
）
塔
婆
料
は
一
枚 

五
千
円
と
な
り
ま
す 

こ
れ
ら
は
、
宗
派
・
支
所
賦
課
金
、
本
堂
消
耗
仏
具
、
手
水
場
の
水
道
料
等
に
充
当
し
て
お
り
ま
す
。 

ご
理
解
の
上
、
期
限
ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

 



 

水
子
地
蔵
尊
供
養
会 

十
一
月
二
十
三
日
、
当
山
年
中
行
事
で
あ
る
水
子
地
蔵
尊
供
養

会
を
お
つ
と
め
い
た
し
ま
し
た
。 

お
地
蔵
さ
ま
は
、
か
け
が
え
の
な
い
小
さ
な
い
の
ち
を
や
さ
し

く
抱
き
と
め
、
導
い
て
く
だ
さ
る
仏
さ
ま
で
す
。 

祈
り
の
場
が
、
あ
た
た
か
な
安
ら
ぎ
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
願

い
な
が
ら
、
施
主
各
位
と
と
も
に
「
般
若
心
経
」
と
「
地
蔵
菩
薩

ご
真
言
」
を
お
唱
え
し
、
心
を
尽
く
し
て
供
養
い
た
し
ま
し
た
。 

な
お
、
お
供
え
い
た
だ
き
ま
し
た
お
菓
子
な
ど
は
、「
お
て
ら
お

や
つ
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
を
通
じ
、
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
ご
家
庭

へ
と
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。 

皆
さ
ま
の
ご
厚
意
が
、
さ
ら
に
多
く
の
笑
顔
へ
と
広
が
っ
て
お

り
ま
す
。 

真言宗豊山派医王山興福寺大楽院 

法務等のご相談は、下記までお願いいたします 

〒979-0603 福島県双葉郡楢葉町大字井出字谷地６５ 

電話 0240-25-2434    

FAX  0240-25-4808 

お寺の最新情報は、SNS

で発信しております 

住
職
動
静
（
令
和
七
年
十
月
以
降
） 

十
一
月
十
三
日 

仏
教
青
年
会
全
国
結
集
福
島

大
会
慰
霊
法
要 

十
一
月
十
七
日 

支
所
役
員
会 

十
一
月
十
八
日 

東
北
北
海
道
宗
務
支
所
連
絡

協
議
会
総
会
・
研
修
会 

十
一
月
十
九
日 

豊
山
教
養
講
座 

十
一
月
二
十
三
日 

水
子
地
蔵
尊
供
養
会 

十
二
月
三
日 

支
所
陀
羅
尼
会 

十
二
月
六
日 

総
本
山
長
谷
寺
参
拝
（
五
重
宝

塔
修
復
事
業
寄
進
奉
納
） 

十
二
月
八
日 

納
め
の
薬
師 

十
二
月
十
六
日 

豊
山
教
養
講
座 

十
二
月
二
十
一
日 

納
め
の
大
師 

十
二
月
二
十
八
日 

納
め
の
不
動 

一
月
一
日 

不
動
明
王
元
朝
護
摩
祈
祷
会 

一
月
八
日 

初
薬
師 

一
月
九
日 

福
中
支
所
事
相
講
習
会 

一
月
十
六
日 

支
所
教
師
研
修
会 

一
月
十
七
日 

地
酒
と
大
鍋
料
理
を
楽
し
む
焚

き
火
の
夜
協
力
（
住
職
ト
ー
ク
） 

一
月
十
九
日
～
二
十
日 

宗
立
事
相
講
習
所 

一
月
二
十
一
日 

初
大
師 

一
月
二
十
一
日 

豊
山
教
養
講
座 

一
月
二
十
六
日 

支
所
新
年
会 

二
月
二
日 

県
真
言
教
師
協
議
会
総
会
・
講
習 

 

会 

二
月
十
日 

立
石
不
動
尊
堂
算
額
調
査 

二
月
十
三
日 

福
一
支
所
事
相
講
習
会 

三
月
十
一
日 

東
日
本
大
震
災
罹
災
者
慰
霊
法

要
（
朝
勤
行
時
） 

支
所
慰
霊
法
要 

三
月
十
四
日 

安
養
寺
副
住
職
結
婚
式 

三
月
十
五
日 

観
音
堂
祈
祷
会 

三
月
二
十
日 

春
彼
岸
会 

大
般
若
経
六
百
巻
転
読
会 

四
月
五
日 

 

支
所
重
役
御
巡
錫 

四
月
十
二
日 

支
所
監
査
会 

四
月
十
四
日 

田
代
興
弘
猊
下
宗
葬
式 

四
月
十
六
日 

檀
信
徒
研
修
会 

四
月
三
十
日
～
五
月
二
日 

総
本
山
長
谷
寺
牡

丹
期
布
教 

                          

住
職 

合
掌 

令
和
八
年 

年
回
表 

一
周
忌 

 
 
 

令
和
七
年 

三
回
忌 

 
 
 

令
和
六
年 

 
 
 

七
回
忌 

 
 
 

令
和
二
年 

十
三
回
忌 

 
 

平
成
二
十
六
年 

十
七
回
忌 

 
 

平
成
二
十
二
年 

二
十
三
回
忌 

 

平
成
十
六
年 

二
十
七
回
忌 

 

平
成
十
二
年 

三
十
三
回
忌 

 

平
成
六
年 

三
十
七
回
忌 

 

平
成
二
年 

四
十
三
回
忌 

 
昭
和
五
十
九
年 

四
十
七
回
忌 

 

昭
和
五
十
五
年 

五
十
回
忌 

 
 

昭
和
五
十
二
年 

百
回
忌 

 
 
 

昭
和
二
年 

追
善
供
養
は
毎
年
行
う
の
が
本
義
で
す
。

こ
こ
に
は
代
表
的
な
年
回
を
掲
載
し
ま
し

た
。
供
養
の
在
り
方
に
つ
い
て
不
明
な
点
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

令和 8 年（2026）は、大和長谷寺開山 1300 年 

令和 10年（2028）は、派祖専誉僧正御生誕 500年 

令和 16年（2034）は、弘法大師 1200年御遠忌です 

～弘法大師 1200年御遠忌基金積立事業報告～ 

（令和 8年 3月末日現在） 

積立口数        307口（1口 5,000円） 

積立金額  1,535,000円 

通帳残高  1,954,544円（預金利子等含む） 

寄進者数  32名 

 

本事業にご理解を賜り、ご寄進くださいました皆さまに心

より御礼申し上げます。 

基金事業は 10年間にわたりますので、大切に積み立ててお

ります。 

なお、ご寄進は随時承っておりますので、お志のある方は

お声がけいただけましたら幸いに存じます。 

～
ご
報
告
～ 

本
山
よ
り
大
和
國
長
谷
寺
開
山
千
三
百
年

五
重
宝
塔
修
復
事
業
寄
進
に
対
す
る
「
ご
挨

拶
」
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
以
下
記
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
抜
粋
） 

こ
の
度
は
大
和
國
長
谷
寺
開
山
千
三
百
年

記
念
五
重
宝
塔
修
復
事
業
に
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
て
、
誠
に
有
難
く
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
大
楽
院
様

と
の
ご
縁
に
感
謝
し
、
今
後
も
長
谷
寺
の
護

守
交
流
と
大
和
国
長
谷
寺
開
山
千
三
百
年
記

念
事
業
の
完
遂
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
機
会
に
一
人
で
も
多
く
の
方

が
観
音
様
と
ご
縁
を
深
め
ら
れ
、
数
多
の
功

徳
を
頂
戴
な
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
り
合
い
の

皆
様
に
お
伝
え
く
だ
さ
れ
ば
幸
甚
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合
掌 

総
本
山
長
谷
寺 

大
楽
院
総
代
会 

檀
信
徒
御
一
同 

様 

   

今
号
は
、
行
事
の
ご
報
告
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
振
り
返

り
ま
す
と
、
一
年
の
歩
み
は
、
祈
り

の
積
み
重
ね
で
あ
る
こ
と
を
実
感

い
た
し
ま
す
。
寒
風
の
中
お
参
り
く

だ
さ
っ
た
お
姿
、
静
か
に
手
を
合
わ

せ
ら
れ
る
後
ろ
姿
。
そ
の
一
つ
ひ
と

つ
が
、
当
山
の
力
と
な
り
、
次
の
祈

り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
行
事
は
記
録
と
し
て

残
り
ま
す
が
、
本
当
に
尊
い
の
は
、

そ
の
場
に
込
め
ら
れ
た
皆
さ
ま
の

お
心
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
読

経
の
声
を
合
わ
せ
る
、
手
を
合
わ
せ

る
ひ
と
と
き
、
そ
の
時
間
こ
そ
が
何

よ
り
大
切
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

あ
ら
た
め
て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
と
と
も

に
、
祈
り
の
灯
を
大
切
に
守
っ
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
合
掌
。 

町
指
定
立
石
不
動
尊
堂
で
算
額
調
査 

 

こ
の
た
び
、
早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所

に
よ
る
標
記
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

算
額
と
は
、
和
算
の
問
題
を
解
き
得
た

こ
と
へ
の
感
謝
を
神
仏
に
捧
げ
、
さ
ら
な

る
学
徳
成
就
を
祈
念
し
て
社
寺
に
奉
納
さ

れ
た
額
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

と
り
わ
け
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に

か
け
て
全
国
的
に
広
ま
り
、
幾
何
学
的
図

形
や
高
度
な
数
学
問
題
が
色
鮮
や
か
に
記

さ
れ
た
木
額
が
数
多
く
残
さ
れ
ま
し
た
。

現
存
数
は
福
島
県
が
最
も
多
い
と
さ
れ
、

地
域
文
化
と
し
て
も
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。 

 

立
石
不
動
尊
堂
に
伝
わ
る
算
額
も
そ
の

貴
重
な
一
例
で
あ
り
、
地
域
に
お
け
る
学

問
信
仰
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
文
化
遺
産

と
い
え
ま
す
。
今
回
の
専
門
的
見
地
か
ら

の
調
査
に
よ
り
、
数
学
的
内
容
な
ど
が
明

ら
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
詳
細
な
調
査
結
果
の
報
告
が
待
た
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

          

「
堂
内
に
存
す
る
算
額
」 

 

～
お
悔
や
み
～ 

総 

代 
 

箱
崎 

 

豊
様 

四
月
十
一
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た 

長
き
に
わ
た
り
総
代
と
し
て
住
職
を

お
支
え
く
だ
さ
い
ま
し
た 

生
前
の
当

山
へ
の
多
大
な
ご
尽
力
に
心
よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 

合
掌 

 


